
発行責任者：上川管内農業法人ネットワーク会長 中島 張

発 行 元：上川農業改良普及センター 通31号（令和６年４月）

上川管内農業法人ネットワーク通信

「あぐり Corp. 」 ２０２４
春号

令
和
６
年
２
月

日
に
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
旭
川
で
総
会

28

お
よ
び
特
別
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
は

名
、

39

特
別
研
修
会
は

名
と
多
く
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

60

★
特
別
研
修
会
★

講
演
Ⅰ
：「
子
実
用
と
う
も
ろ
こ
し
栽
培
の
必
要
性
と
課
題
」

講
師
：
日
本
メ
イ
ズ
生
産
者
協
会
（Ｊ
Ｍ

Ａ
）

F

北
海
道
子
実
コ
ー
ン
組
合

代
表
理
事

柳
原

考
二

氏
（
長
沼
町
）

子
実
用
と
う
も
ろ
こ
し

の
普
及
に
向
け
全
国
初
と

な
る
生
産
者
団
体
「
日
本

メ
イ
ズ
生
産
者
協
会
」
（
令

和
４
年
４
月
設
立
）
お
よ

び
北
海
道
子
実
コ
ー
ン
組

合
の
代
表
で
あ
る
柳
原
氏

よ
り
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

小
麦
と
大
豆
に
偏
重
し

た
作
付
体
系
を
解
消
す
る

た
め
、
新
た
な
輪
作
品
目
の
一
つ
と
し
て

年
前
に
柳

12

原
氏
が
中
心
と
な
り
６

か
ら
始
ま
っ
た
作
付
は
、
全

ha

国
に
広
が
り
、
令
和
５
年
に
は
２
，
３
２
４

（
令
和

ha

５
年
８
月
Ｊ
Ｍ
Ｆ
Ａ
集
計
）
に
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
と
う
も
ろ
こ
し
を
巡
る
情
勢
や
子
実
と

う
も
ろ
こ
し
拡
大
の
背
景
と
作
付
の
メ
リ
ッ
ト
、
北
海

道
子
実
コ
ー
ン
組
合
の
概
要
に
つ
い
て
も
情
報
提
供
を

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【子
実
用
と
う
も
ろ
こ
し
作
付
の
メ
リ
ッ
ト
】

①
大
豆
・小
麦
過
作
に
よ
る
連
作
障
害
の
回
避

・
難
防
除
雑
草
を
と
う
も
ろ
こ
し
栽
培
中
に
駆
除

・
輪
作
に
よ
る
土
壌
病
害
低
減

柳原代表理事

上 川 管 内 農 業 法 人 ネ ッ ト ワ ー ク

令和６年通常総会・特別研修会が開催されました

・
有
機
物
の
還
元
、
土
壌
物
理
性
の
改
善
に
よ
る
畑
作
物
増
収

②
高
齢
農
業
者
リ
タ
イ
ア
に
よ
る
担
い
手
規
模
拡
大

と
労
働
力
不
足
へ
の
対
応

・
汎
用
性
機
械
導
入
に
よ
る
労
働
生
産
性
向
上
と
集
約
化

・
余
剰
水
田
の
有
効
活
用

・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
子
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
栽
培
が
可

能
（
大
豆
や
小
麦
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
で
は
な
い
）

③
今
後
期
待
さ
れ
る
需
要
へ
の
対
応

・
自
給
率
向
上

☆
食
料
安
全
保
障
に
寄
与

・
国
産
飼
料
に
よ
る
国
産
畜
産
物
の
新
た
な
付
加
価
値

☆
畜
産
物
輸
出
に
貢
献

【北
海
道
子
実
コ
ー
ン
組
合
の
概
要
】

■
発
足
：
２
０
１
５
年
（
平
成

年
）

27

■
組
合
員
：１
３
５
名
（
令
和
５
年
８
月
現
在
）

■
集
荷
面
積
：８
３
１
ha

（
員
外
集
荷
、
集
荷
予
定
数
量

７
，
０
０
０
ｔ
）

■
目
標
：
子
実
用
と
う
も
ろ
こ
し
の
日
本
国
内
生
産
の
定
着

※
令
和
５
年
：
ホ
ク
レ
ン
と
株
式
会
社M

a
iz
e
(

組
合
有
志

に
よ
る
販
売
会
社
）集
荷
体
制
に
つ
い
て
業
務
提
携

講
演
Ⅱ

：「
楽
し
い
を
仕
事
に
」

～
農
業
の
価
値
創
造
と
持
続
可
能
な
経
営
づ
く
り
～

講
師
：
有
限
会
社
十
勝
し
ん
む
ら
牧
場

代
表
取
締
役

新
村

浩
隆

氏
（
上
士
幌
町
）

十
勝
し
ん
む
ら
牧
場
は
、
「
ミ
ル
ク
ジ
ャ
ム
」
の
製

造
販
売
、
カ
フ
ェ
・
ク
リ
ー
ム
テ
ラ
ス
な
ど
の
六
次
化

や
農
泊
・
サ
ウ
ナ
な
ど
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど

様
々
な
取
組
を
先
駆
的
に
行
っ
て
い
る
牧
場
で
す
。

そ
の
４
代
目
で
あ
る
浩
隆
さ
ん
で
す
が
、
思
春
期
は

酪
農
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
（
休
み
が
な
い
、

経
済
的
ゆ
と
り
が
な
い
、
汚
い
・
臭
い･

か
っ
こ
わ
る

い
）
で
、
酪
農
に
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
大
学
時
代
に
就
職
氷
河
期
を



通
常
総
会

中
島
会
長
に
よ

る
開
催
あ
い
さ

つ
の
後
、
荒
川

始
氏
（
旭
川
市

：
株
式
会
社
荒

川
フ
ァ
ー
ム
１

７
３
９
）
が
議

長
に
選
出
さ
れ
、

進
め
ら
れ
ま
し

た
。
全
て
の
議

事
が
承
認
さ
れ
、

令
和
６
～
７
年

の
役
員
選
出
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
理
事
で
は
、
中
澤

誠
博

氏
（
美

瑛
町
）
が
退
任
し
、
新
た
に
大
波

太
郎

氏
（
美
瑛

町
）
が
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
役
員
は
留

任
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【令
和
６
・７
年
度
役
員
体
制
】

会

長

中
島

張

氏

(

有)

大
和
納
華

副
会
長

山
下

卓
巳

氏

か
わ
に
し
の
丘
し
ず
お
農
場(

株)

副
会
長

坂
口

邦
夫

氏
(

株)

坂
口
農
産

理
事
（会
計
）

請
川

幹
恭

氏

(

株)

う
け
が
わ
フ
ァ
ー
ム

ー

D
E
N

E
N

理

事

中
原

浩
一

氏

(
有)

フ
ァ
ー
ム

N
K

理

事(

新)

大
波

太
郎

氏

大
波
農
場

理

事

髙
橋

朋
一

氏

(

株)

V
I
V
A
F
A
R
M

監

事

山
下

博
史

氏

(

株)

百
商
屋

監

事

伊
藤

章
一

氏

(

株)

伊
藤
農
産

総会で挨拶する中島会長

事
務
局
担
当
者
変
更
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
事

務
局
担
当
者
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

上
川
総
合
振
興
局
農
務
課

【
旧
担
当
者
】

主

幹

後
藤

孝
幸

農
業
経
営
係
長

倉
持

雅
治

専
門
主
任

杉
本

瑞
穂
（
変
更
）

【
新
担
当
者
】

主

幹

後
藤

孝
幸

農
業
経
営
係
長

倉
持

雅
治

技

師

川
瀬

智
加
（
新
規
）

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
活
動
予
定

上
川
農
業
法
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
本

年
度
も
様
々
な
研
修
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

研
修
会
に
は
会
員
以
外
の
方
や
一
般
農
業
者

の
方
も
参
加
頂
け
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

○
夏
期
研
修
会
（
７
月
）

○
現
地
研
修
会
（
８
月
）

○
総
会
・
特
別
研
修
会
（
令
和
７
年
２
月
）

編
集
後
記

昨
年
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
を
担
当

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
今
年
も
情
報
発

信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

岡
元
）

迎
え
「
仕
事
と
は
何
か
」
を
真
剣
に
考
え

た
結
果
、
一
生
続
け
ら
れ
、
一
生
必
要
と

さ
れ
る
酪
農
に
魅
力
を
感
じ
、
「
か
っ
こ
わ

る
い
農
業
」
を
「
魅
力
的
で
憧
れ
る
農
業

経
営
」
に
転
換
し
よ
う
と
、
放
牧
酪
農
を

土
台
に
加
工
販
売
を
経
営
に
取
り
入
れ
、

「
土
」
を
一
番
大
切
に
し
た
酪
農
経
営
を

展
開
さ
れ
て
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

健
康
な
牛
か
ら
お
い
し
い
牛
乳
が
生
産

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
六
次
化
に

も
価
値
が
生
ま
れ
る
こ
と
、
世
の
中
に
翻

弄
さ
れ
な
い
も
の
づ
く
り
の
た
め
に
価
格

の
決
定
権
を
も
つ
こ
と
が
、
経
営
の
持
続

安
定
化
に
重
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

し
ん
む
ら
牧
場
で
は
、
営
業
は
し
な
い

・
無
理
に
作
ら
な
い
・
自
社
の
適
正
売
上

と
適
正
利
益
・
無
駄
に
忙
し
く
し
な
い
・

牧
場
の
価
値
を
伝
え
る
こ
と
で
コ
ア
な
フ

ァ
ン
を
作
り
、
今
後
も
持
続
可
能
な
経
営

を
確
立
し
て
い
く
そ
う
で
す
。講

演
の
最
後
、

「
楽
し
い
こ
と

を
や
る
た
め
に
、

つ
ら
い
こ
と
を

や
り
通
し
て
、

そ
の
先
に
楽
し

い
こ
と
が
あ
る
」

と
い
う
言
葉
が

大
変
印
象
的
で

し
た
。

新村代表取締役


